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外国語表記に多くの誤り 「誤訳の案内板、訪⽇客が困惑」 
 
昔々、もう３０年も前だったか、どこの会社の広告だったかは忘れたが、⼀⾯広告にでかで
かと「Grobal」の⽂字を⾒たのには驚いた。その後も、街中を歩いていると、店の名前でも
L と R の誤りなどが散⾒される。このような誤りは、英語表記であるのでその誤りが分か
るのであるが、これが他の⾔語であると、誤りであるかどうかなどは知る由もない。 
 
また、⽇本⼈の多くが着ている⾐服に並んだアルファベット、それが何を意味しているのか
を理解して着ている⼈は少ないのではないだろうか。とんでもない意味を含んでいる可能
性もある。たとえば「恋⼈募集中」のような。外国⼈はおしゃれの⼀環でタツーを⼊れてい
る⼈がいるが、それが⽇本語⽂字や⽂章の場合には「トンデモ」が多いようだ。ネットで検
索すればその写真が多く出てくる。中には悲しいものや残念なものもある。 
 
以上は、特に愛嬌あふれる実害のない外国語表記と⾔うことであるが、登⼭道に誤表記があ
ると、遭難の危険性が⾼まる。新聞記事にある「登⼭道に『帰りなさい』」位なら気分を害
するくらいで実害はないのだが。 
 
翻訳サイトでどのように変換されるかを試してみた。⽇本語→中国語→⽇本語の順である。
⽇本語からスタートして中国語に翻訳され、その翻訳された中国語を⽇本語に翻訳しなお
したときに、元の⽇本語と同じ意味の⽇本語となっていれば⼀応は合格である。 
 
まずは、「お帰り⼝」 
Excite   → 回来了⼝ → 帰りますか？⼝ 
Google  → 回⾨   → バックドア 
Weblio  → 回来⼝  → ⼝へ帰ります 
次いで、「想いとゴミは持ち帰ろう」 
Excite   → 感情和垃圾帶回    → 感情はごみと持ち帰ります 
Google  → 讓我們帶回感受和垃圾 → 感情やゴミを取り戻しましょう 
Weblio  → 把想法和垃圾带回去吧 → 考え⽅とゴミは連れ帰るでしょう 
 
AI にバラ⾊の夢が託されている現代であるが、こと翻訳に⾄ってはまだまだであるようだ。
⼈間が使う⾔語は、⽂法的にも多くの例外を含み、さらに多くのニュアンスを含む。同じ⾔
葉であってもその話される状況により意味が変わってくることすらある。 
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